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教育基本法改悪阻止！  共謀罪制定阻止！  全労働者の団結で戦争と改憲の安倍政権を倒そう！

教育基本法の改悪をとめよう！11・12全国集会
11 月 12 日（日）
13時開場　13時半開演
東京・日比谷野外音楽堂

●発言　大内裕和　小森陽一　　　
　　　　高橋哲哉　三宅晶子
　被処分者の会　予防訴訟弁護団
　市民から　
　労働組合　教職員組合その他
主催　教育基本法の改悪をとめよう！
　　　全国連絡会

　

国
会
前
は
い
よ
い
よ
安
倍
政
権
と

の
全
面
激
突
情
勢
に
な
っ
て
き
た
。

ハ
ン
ス
ト
団
を
中
心
に
全
労
連
、
全

教
、
日
教
組
な
ど
様
々
な
勢
力
が
座

り
込
み
闘
争
だ
。
昼
過
ぎ
に
は
つ
い

に
第
一
衆
院
会
館
か
ら
参
議
院
会
館

ま
で
座
り
込
み
が
つ
な
が
っ
た
。

　

午
後
4
時
か
ら
は
国
会
を
取
り

ま
く
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

チ
ェ
ー
ン
」。
衆
院

議
面
集
会
を
終
え
て

続
々
と
人
が
結
集
し

２
３
０
０
人
が
国
会
前

を
埋
め
尽
く
し
た
（
写

真
）。
手
を
取
り
合
い
、

「
教
育
基
本
法
改
悪
反

対
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
だ
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は

教
基
法
改
悪
反
対
運
動

の
先
頭
に
た
つ
あ
ら

ゆ
る
人
々
が
マ
イ
ク
を

と
っ
た
。
国
会
議
員
、

全
国
連
絡
会
、
元
教
育

委
員
、
東
京
教
組
、
弁

護
士
、
被
処
分
者
の
会

な
ど
な
ど
。
公
聴
会
出

席
者
か
ら
そ
の
中
身
の

デ
タ
ラ
メ
さ
が
暴
露
さ
れ
た
。

教
基
法
を
変
え
た
方
が
い
い
、

と
い
う
与
党
参
考
人
に
「
ど
こ

を
ど
う
変
え
る
べ
き
か
」
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
「
私
は
不
勉
強

で
わ
か
り
ま
せ
ん
」と
答
え
た
。

あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
怒
り
爆
発

だ
。
参
加
者
全
員
が
「
こ
ん
な

状
態
で
採
決
な
ど
さ
れ
て
た
ま

る
か
」と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

廃
案
ま
で
一
人
で
も
多
く
国
会

前
へ
集
ま
ろ
う
！

国
会
前
に
２
３
０
０
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン

チ
ェ
ー
ン

11
・
12
日
比
谷
に
大
結
集
し
よ
う
！

　

民
主
党
は
、
教
基
法
の
審
議
が
80

時
間
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
、「
こ
れ
以
上
の
引
き
延
ば

し
は
困
難
だ
ろ
う
。
15
日
に
３
回
目

の
公
聴
会
開
催
の
要
求
に
与
党
が
応

じ
れ
ば
、
採
決
に
応
じ
る
方
向
だ
」

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

自
民
党
・
公
明
党
は
特
別
委
16
日
、

衆
院
本
会
議
17
日
の
採
決
に
向
け
て

調
整
中
と
さ
れ
て
お
り
、
情
勢
は
一

刻
の
予
断
も
ゆ
る
さ
な
い
状
況
だ
。

　

民
主
党
の
妥
協
を
許
さ
ず
、
教
基

法
改
悪
絶
対
阻
止
の
よ
り
い
っ
そ
う

の
う
ね
り
を
つ
く
り
出
そ
う
。

民
主
党
は
採
決
に
応
じ
る
な
！

16
〜
17
日
の
衆
院
採
決
を
阻
止
し
よ
う



に
知
ら
さ
れ
て
な
い
」
と
い
う
と
、「
私
も

議
員
も
こ
れ
か
ら
勉
強
し
ま
す
」と
の
答
え
。

冗
談
じ
ゃ
な
い
。
何
が
審
議
か
。

●
元
国
立
市
教
育
委
員
・
安
藤
さ
ん

　

今
、
若
い
教
師
た
ち
が
管
理
職
に
し
め
つ

け
ら
れ
本
当
に
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
学
校
に

行
く
の
で
す
。
私
は
教
員
養
成
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、
職
場
で
昨
年
４
月
に
仕

事
に
つ
い
た
ば
か
り
の
教
師
が
た
っ
た
二
週

間
で
自
殺
し
た
。
若
い
教
師
が
仕
事
に
絶
望

す
る
よ
う
な
学
校
で
い
い
の
か
。
教
育
基
本

法
改
悪
を
絶
対
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
東
京
・
多
摩
教
組

　

３
年
前
、
組
合
事
務
所
が
銃
撃
さ
れ
た
。

こ
の
裏
に
は
「
お
国
の
た
め
に
死
ね
る
子
ど

も
を
育
て
る
。
そ
の
た
め
に
教
基
法
改
悪
」

と
言
っ
て
い
た
代
議
士
が
い
た
。
認
め
ら
れ

る
わ
け
が
な
い
。「
教
え
子
を
戦
場
に
送
る

な
」
と
た
た
か
っ
て
き
た
が
今
す
で
に
イ
ラ

ク
に
出
兵
し
て
い
る
。
教
基
法
と
憲
法
が
変

え
ら
れ
れ
ば
、
も
っ
と
大
規
模
に
戦
場
に
送

ら
れ
る
。
阻
止
し
よ
う
。

●
出
版
労
連

　

与
党
の
秘
書
の

人
に
「
教
基
法
改

正
の
中
身
が
国
民

発
言

国
会
前
の

■
■
行
動
予
定
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

◎
教
育
労
働
者
の
リ
レ
ー
ハ
ン
ス
ト

　

連
日　

９
〜
18
時

◎
日
教
組
な
ど
の
座
り
込
み

　

連
日　

13
時
か
ら

◎
10
日
（
金
）　

共
謀
罪
・
反
戦
共
同
、
全

国
連
絡
会
な
ど
に
よ
る
座
り
込
み
行
動

◎
12
日
（
日
）　

教
育
基
本
法
の
改
悪
を
と

め
よ
う
！
全
国
集
会

◎
13
日
（
月
）　

地
方
公
聴
会
闘
争

　

大
分
・
札
幌

　

東
北
大
の
学
生
を
中
心
に
公

聴
会
会
場
へ
の
デ
モ
が
闘
わ
れ

ら
な
い
か
ら
、
民
主
党
案
の
ほ
う
が
い
い
」

と
発
言
し
て
い
た
と
怒
り
、「
し
か
し
政
府

側
も
相
当
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
。
日
比
谷
の

11
・
12
全
国
集
会
は
採
決
阻
止
の
大
集
会
に

し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

公聴会会場前で申し入れ（仙台市）

仙
台

名
古
屋

名
古
屋
で
の
地
方
公
聴
会

会
場
は
、
終
日
「
採
決
す

る
な
！　

改
悪
案
を
廃
案
に
！
」
の
声
で
包

ま
れ
た
。「
と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
！
愛
知

連
絡
会
」
と
「
教
育
基
本
法
改
悪
を
と
め
よ

う
！
愛
知
連
絡
会
」
の
呼
び
か
け
た
抗
議
行

動
は
１
０
０
名
近
く
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
代

表
団
が
国
際
ホ
テ
ル
の
中
で
要
望
書
を
読
み

あ
げ
、
衆
議
院
の
責
任
者
に
手
渡
し
た
。

た
。
会
場
前
に
は
教
育
労
働
者
や
市
民
も
集

ま
り
、
会
場
の
ホ
テ
ル
前
は
国
会
前
さ
な
が

ら
の
状
況
に
な
っ
た
。

　
「
傍
聴
も
制
限
さ
れ
て
い
る
閉
鎖
的
な
公

聴
会
で
、
い
っ
た
い
何
を
審
議
す
る
の
か
」

「
こ
う
や
っ
て
国
民
に
は
事
実
が
隠
さ
れ
て

戦
争
に
向
か
っ
て
い
っ
た
歴
史
を
忘
れ
た
の

か
」
と
、
公
聴
会
と
安
倍
政
権
に
対
し
て
弾

劾
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

傍
聴
し
た
教
育
労
働
者
が
、
民
主
党
の
議

員
と
参
考
人
が
「
政
府
案
で
は
現
行
と
変
わ

　

８
日
、
仙
台
市
と
宇
都
宮
市
、
三
重
県
津

市
と
名
古
屋
市
の
４
カ
所
で「
地
方
公
聴
会
」

へ
の
抗
議
行
動
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
台
、
津
の
公
聴
会
で
は
、「
教
育
の
目
標
」

に
「
愛
国
心
」
を
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て

異
論
が
出
た
ほ
か
、「
な
ぜ
、
今
（
法
を
）
変

え
よ
う
と
す
る
の
か
納
得
で
き
る
説
明
が
な

い
」「
改
正
を
拙
速
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
」

と
の
慎
重
論
も
あ
っ
た
。（
時
事
通
信
）

　

名
古
屋
の
公
聴
会
で
は
、
高
橋
哲
哉
さ
ん

が
「
現
在
の
改
正
論
議
は
教
育
的
視
点
で
は

な
く
政
治
的
意
図
か
ら
出
さ
れ
て
き
た
」
と

指
摘
、「
現
場
の
多
く
は
改
正
を
望
ん
で
い
な

い
」
と
発
言
し
た
。（
中
日
新
聞
）

「
公
聴
会
」に
抗
議
！

在
日
朝
鮮
人
青
年
が
座
り
込
み

　

国
会
前
で
朝
鮮
総
連
傘
下
の
青
年
団
体

１
０
０
名
に
よ
る
座
り
込
み
も
は
じ
ま
っ
た

（
左
写
真
）。
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
迫
害
に

抗
議
す
る
座
り
込
み
だ
。
７
月
５
日
の
北
朝

鮮
ミ
サ
イ
ル
実
験
以
降
、
３
ヶ
月
で
１
６
９

件
の
暴
行
・
暴
言
事
件
な
ど
が
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
彼
ら
の
ビ
ラ
を
読
む

と
現
実
の
激
し
さ
に
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
く

る
。
首
相
自
身
が
北
朝
鮮
に
対
す
る
排
外
主

義
を
先
頭
で
煽
り
立
て
、
制
裁
を
発
動
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
が
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
と

権
利
を
い
か
に
圧
迫
し
て
い
る
か
。
彼
ら
の

怒
り
は
当
然
だ
。
差
別
を
あ
お
り
た
て
戦
争

を
推
進
す
る
安
倍
政
権
に
一
切
の
責
任
が
あ

る
。安
倍
打
倒
の
決
意
を
改
め
て
固
め
よ
う
。


